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顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える レジリエンスに特化した商品やサービスをつくる 

029 
局地気象予測に役立つ 

小型気象レーダー 

取組主体 

古野電気株式会社 

従業員数 想定災害 実施地域 

1,729 人 豪雨等 兵庫県 

 ゲリラ豪雨や竜巻等の局地的・集中的な自然災害からの被害を軽減すべく、高精度で、かつ、世界最小・最軽量級の

気象レーダーを開発。国内外問わず、気象の観測に用いられ、災害対策以外にも様々なフィールドで活躍。 

1 取組の特徴（はじめたきっかけ、狙い、効果、工夫した点、苦労した点） 

 局地的・集中的な自然災害への対策 

 船舶をはじめ産業用の機器やサービスを提供する古野電気株式会社は、

これまで航海用レーダーの研究開発で培ってきた独自のノウハウを活かし

て、ゲリラ豪雨等の局地的な気象災害を高精度で観測できる小型気象レ

ーダーを開発した。 

 近年、ゲリラ豪雨や竜巻等の局地的・集中的な自然災害により、都市水

害や河川の氾濫、地すべり等が生じ、突如として生命や財産が脅かされる

被害が多発している。同社は、それら局地的・集中的な自然災害による

被害を軽減するためには、局地気象予測のためのソリューションが必要と考

え、同製品の開発に取り組み始めた。 

小型・軽量・高精度の気象レーダーの開発に成功 

 同社は世界トップシェアを誇る航海用レーダーを有していることから、そ

の製造の過程で培ったノウハウを駆使して、他企業や大学と共同研

究を重ねながら、製品の開発に取り組んだ。 

 局地的な異常気象を正確に予測するためには、観測範囲が狭くなっ

たとしても、高精度で観測できることが必要と考え、狭い範囲を細かく

観測するという、既存の気象レーダーにはないコンセプトを掲げ、製品

化を進めた。 

 本コンセプトを成し遂げるには、これまで設置が困難とされてきた街中

の既存建物や山間部など、場所を問わず気象レーダーを設置するこ

とが必要であったことから、気象レーダーの小型化に取り組み、世界最

小・最軽量級の気象レーダーの開発に成功した。 

 これまで設置が難しいとされていた場所にも気象レーダーを設置することができるようになったことで、これまでの大型

レーダーでは捉えることができなかった低層の雨雲を検知することが可能になり、局地的な豪雨につながる雨雲の

早期発見が可能となった。また、小型・軽量化を実現したことにより、設置作業においてクレーン等の重機が不要

となったため、短期間での設置も可能となった。 

 また、観測範囲の狭さを補うことが必要な場面においては、複数台の気象レーダーを設置し、電波干渉等をする

ことなく、より広範囲の観測を行うこともできる。同一エリアを複数の気象レーダーで観測することで、より高精度な

観測を実現することも可能である。 

 機能面のみならず、コスト面でも優れており、自治体や民間企業が導入しやすい価格帯に抑えることにも成功し

た。 

 

既存レーダーと比較して 

３分の１以下の小型レーダー 

大型レーダーの観測を補完する小型レーダー 



国土強靱化 

 

 
  

国内外で活用・評価される気象レーダー 

 福井市・富山市における実証実験では、同製品で観測したデータをパートナー企業のシステムで分析することで、

浸水ハザードマップの作成支援や、住民が土のうの準備や避難をする時間を確保するための仕組みづくりへの支

援にも活用されている。 

 同製品は、国内に留まらず、海外でも活躍している。例えば、シンガポールでは複数レーダーからなるマルチレーダ

ーシステムを用いた降雨予測精度向上による都市洪水被害軽減への取組に活用されており、アメリカ、オーストラ

リア、ドイツ等では、研究実施にも寄与している。 

 同製品は、「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）2017」（主催：一般社団法人レジリエンスジャパ

ン推進協議会）の企業・産業部門で最優秀レジリエンス賞も受賞している。 

2 取組の平時における利活用の状況や防災・減災以外の効果 

  交通や農業、レジャー等の分野でも気象予測の重要性

が高まっていることに伴い、災害対策に留まらず、同製品

が活用されるフィールドが広がっている。特に交通の面で

は、気象レーダーが設置されていない地方の空港に同製

品が導入され、周辺の降雨・降雪を正確に観測して、航

空機の離発着判断の根拠になるなど重要な役割を担っ

ている。 

 一般財団法人日本気象協会や京都大学防災研究所

をはじめとした各種研究機関でも利用されており、重要

な研究の発展に貢献している。 

3 現状の課題・今後の展開等 

 

 京都大学での火山観測事例や、オーストラリアのクイーンズランド大学での急速に発達した積乱雲や山火事の観

測を行う事例など、顧客主体で様々な利活用が進められている。今後も、顧客や様々なパートナーと連携しなが

ら、新たな付加価値を生み出すことを目指している。 

４ 周囲の声 

  フルノの小型気象レーダーは、局所的豪雨の早期検出が可能であり、また遠隔により簡単に操作できるために非

常に使いやすい。また、導入した二重偏波レーダーは、雨・雪・雹（ひょう）等の降水粒子判別ができるために有

用である。この気象レーダーの観測データをリアルタイムに公開し、周辺地域の防災活動や住民生活に利活用し

ていきたいと考えている。（米国 西イリノイ州立大学教授） 

担当者の声 

 昨今の気候変動等の影響により局地的短時間集中豪雨（ゲリラ豪雨）や竜巻といった気象災害による被害は毎年

頻発しており、その対策は急務と言えます。今後このシステムがさらに多くの地域、分野に広く普及し、人命や財産を守

り、安全安心な社会の実現に供するように、局地気象予測ソリューションの提供を推進していきます。 

問合せ先 サイト URL 

古野電気株式会社 法人番号：5140001070263 
TEL：0798-63-1270  
お問合せフォーム URL：https://www.furuno.co.jp/contact/cnt_ss01.html        

 

広がる活用フィールド 
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